
平成２３年度議会運営委員会行政視察報告書 
平成２４年１月２６日 

 

１．日   程  平成２３年１１月１５日（火）～１１月１７日（木） 

２．視 察 先  ・石川県羽咋市 

・福井県勝山市 

３．視察事項  議会運営全般について 

４．視 察 者  一行８名 

・委員 樋 口 博 務 委員長   関   龍 雄 副委員長 

保 坂 裕 一 委 員   田 沢 弘 一 委 員 

広 野 豊 作 委 員   高 井   保 委 員 

・当局 井 上   毅 総務課長補佐 

・随行 籾 山   太 議会事務局係長 

 

 

 

■羽咋市（石川県） 

１．市制施行  昭和３３年７月１日 

２．人  口  ２３，６７５人（世帯数８，３５４）平成２３年４月１日現在 

３．面  積  ８１．９６㎢ 

４．都市形態   石川県の中央部で、国定公園能登半島の入口に位置し、古代より、

能登と加賀、越中方面を結ぶ交通の要衝としてにぎわっており、県都

金沢市へ５０分の距離にある。 

物と心の豊かさを育む活力ある文化産業都市である。 

５．議会構成 

①議員数 

１４人（条例定数１５人） 

②会派別 

自民羽咋６人 市民フォーラム３人 自由クラブ３人 無会派２人 

③常任委員会 

総務文教常任委員会７人 産業厚生常任委員会７人 

④議会運営委員会 

６人（各会派から所属議員数の比率により選出する） 

⑤特別委員会 

・国道１５９号羽咋道路建設促進特別委員会１４人 

・国道４１５号羽咋道路建設促進特別委員会１４人 

・議会改革検討特別委員会１４人 

・中学校施設整備促進特別委員会１４人 



６．議員報酬 

議長→４２０，０００円 副議長→３６０，０００円 議員→３４０，０００円 

７．行政視察旅費 

・常任委員会→１人７０，０００円 

・議会運営委員会→１人５０，０００円（隔年） 

・特別委員会→なし 

８．政務調査費 

・１人月額２０，０００円 

（各会派所属議員数に応じて、年２回に分け各会派に交付） 

９．費用弁償 

・支給しない 

10．一般質問 

・会派代表制→なし 

・通告制→有り 

・通告の期限→開会日の３日後 

・時間制限→答弁を除き、１回目の質問時間は４５分以内 

・発言順序→提出順にくじ引き 

11．予算の審議方法 

・予算特別委員会を設けず、歳入は総務文教常任委員会で、歳出は各常任委員会

で審査する。 

12．決算の審議方法 

・決算特別委員会を設けて審査する。（決算特別委員６人） 

13．本会議の審議順序 

開会（市長提出議案説明） 

↓ 

議案調査等のため休会（７日程度） 

↓ 

一般質問（概ね１日）、委員会付託 

↓ 

委員会審査（２日） 

↓ 

休会（概ね１日） 

↓ 

閉会（委員長報告、質疑、討論、採決） 

14．議員定数の変遷 

・２４人（昭和３６年９月から） 

・２０人（昭和４８年９月から） 

・１８人（平成 ９年９月から） 

・１６人（平成１７年９月から） 

・１５人（平成２１年８月から）  



■勝山市（福井県） 

１．市制施行  昭和２９年９月１日 

２．人  口  ２６，１６６人（世帯数８，２２５）平成２３年４月１日現在 

３．面  積  ２５３．６８㎢ 

４．都市形態   福井県の東北部に位置し、市の中心は福井市の東方約２８㎞の地点

にあり、東南は大野市に、西南は福井市に、北西は坂井市、吉田郡永

平寺町に、北は石川県に隣接し、市の周辺は大小の山々に囲まれ、そ

の中心部は東南より西北にかけて県下最大河川である九頭竜川の中

流域に位置している。市街地は九頭竜川の流れに沿って形成された河

岸段丘に位置しており、明治以来の地場産業である繊維産業を中心と

した商工業、古くから盛んな農林業を基幹産業とする水と緑の豊かな

田園都市である。 

５．議会構成 

①議員数 

１６人（条例定数１６人） 

②会派別構成 

勝山の活性化を考える会５人 市政会４人 無垢の会３人 日本共産党２人 

公明党１人 無所属１人 

③常任委員会 

総務文教厚生常任委員会８人 建設産業常任委員会８人 

④議会運営委員会 

６人（会派間の協議による） 

⑤特別委員会 

・新体育館建設特別委員会１６人 

６．議員報酬 

議長→４４０，０００円 副議長→３７０，０００円 議員→３５０，０００円 

７．行政視察旅費 

・常任委員会→１人１００，０００円 

・議会運営委員会→１人６０，０００円 

・特別委員会→なし 

８．政務調査費 

・１人月額３０，０００円 

（会派へ交付） 

９．費用弁償 

・片道２㎞以上の場合、交通機関の乗車に要する実費額 

10．一般質問 

・会派代表制→有り 

・通告制→有り 

・通告の期限→開会日翌日の正午まで 



・時間制限→答弁を含め１人６０分以内 

・回数の制限→無制限 

・発言順序→通告順（代表質問は会派人数の大きい順） 

・平成２２年度中一般質問者→４２人 

11．予算の審議方法 

・一般会計→全議員で構成する全員審査特別委員会を設置・付託 

・特別会計→３月定例会の補正予算は全員審査特別委員会で審査。その他は各常

任委員会に付託 

12．決算の審議方法 

・９月定例会に概ね６名の委員で構成する決算特別委員会を設置・付託 

13．議会だより発行のための平成２３年度予算額 

・１，３６８千円（写真代含む） 

14．定例会会議日程 

本会議・全員協議会 

↓ 

本会議（一般質問）２日間（※２日目の一般質問終了後質疑→委員会付託） 

↓ 

常任委員会（２日間）同時開催 

↓ 

全員審査特別委員会 

↓ 

特別委員会 

↓ 

全協・本会議（最終日） 

委員長報告、質疑、討論、採決、人事、追加議案議決 

15．議員定数の変遷 

・２６人（昭和４２年８月から） 

・２４人（昭和５８年８月から） 

・２２人（昭和６２年８月から） 

・２０人（平成 ７年８月から） 

・１６人（平成１９年８月から） 

16．特色ある議会運営 

９６条第２項による議決案件の追加 

→長期計画について議決案件に追加している。 

全員協議会の協議の場の規定 

→会議規則において、全員協議会を協議の場に追加している。（定例会の無い

月は、毎月最終の金曜日を目途に全員協議会を開催） 

 


